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損傷脊髄に移植し、機能回復が促進することを報告した（Nori et al, PNAS 2011）。さらに、サル損
傷脊髄にも移植し、良好な運動機能回復と長期経過観察でも腫瘍形成がみられないことを確認した
(Kobayashi et al, PLosOne 2012)。しかしその一方で、危険な細胞株由来の iPS-NSC 移植後には腫瘍形
成をきたすことも明らかになった。





iPS-NSC に含まれる tumor initiating cell の特定とその選択的除去に対する我々の取り組みを紹介する。
これらの成果を結集して、平成 29 年には亜急性期脊髄損傷に対する臨床研究を開始する予定である。
